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昨
年
、
右
肩
の
腱

を
痛
め
て
入
院
手
術

を
受
け
た
。
私
は
た

ま
た
ま
病
院
内
紹
介

だ
っ
た
が
、
看
護
師

も
理
学
療
法
士
も
執
刀
医
に
誇
り

を
持
っ
て
お
り
、「
世
界
の
○
○

で
す
か
ら
」「
○
○
先
生
に
診
て

も
ら
い
に
来
ら
れ
た
の
で
す
か
」

と
声
を
か
け
ら
れ
た
。
ス
タ
ッ
フ

に
慕
わ
れ
て
い
る
の
は
、
微
笑
ま

し
く
も
あ
り
、
羨
ま
し
く
も
あ
る

▼
医
療
者
と
は
報
酬
だ
け
で
な

く
、
誇
り
と
生
き
が
い
で
労
働
意

欲
が
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
者
引
き

受
け
が
強
制
さ
れ
、
本
来
の
機
能

を
休
止
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
を

変
え
ざ
る
を
え
な
い
公
立
病
院
も

出
て
き
た
。
過
重
労
働
が
生
じ
、

生
き
が
い
を
失
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
あ
ら
ぬ
差
別
も
受
け
、
転
職

者
も
。
そ
し
て
、
病
床
不
足
か
ら

医
療
崩
壊
に
至
っ
た
▼
果
た
し
て

緊
急
事
態
だ
か
ら
仕
方
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
日
本
は
人
口
あ
た
り
の

病
床
数
が
多
い
と
言
わ
れ
る
が
、

先
進
諸
国
に
比
べ
て
ス
タ
ッ
フ
数

や
感
染
病
床
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
も
少
な

い
。
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
を
１
台
稼
働
さ
せ

た
場
合
に
必
要
な
ス
タ
ッ
フ
数
は

驚
く
ほ
ど
多
く
、
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
が
必

要
な
患
者
１
人
引
き
受
け
る
の
も

大
ご
と
で
あ
る
。
自
公
維
に
よ
る

低
医
療
費
政
策
の
た
め
、
少
な
い

ス
タ
ッ
フ
で
対
応
せ
ざ
る
を
得

ず
、
ぎ
り
ぎ
り
で
経
営
し
て
い
る

民
間
病
院
が
コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入

れ
を
渋
る
の
も
理
解
で
き
る
▼
コ

ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
政
府
は
こ
の

問
題
点
に
気
づ
く
べ
き
だ
が
、
病

床
削
減
と
低
医
療
費
政
策
は
続
け

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
収
入
が

下
が
っ
た
医
療
機
関
に
は
単
発
的

な
補
助
金
や
給
付
金
、
制
度
融
資

の
み
。
国
民
に
必
要
な
医
療
福
祉

を
渋
る
自
公
維
の
政
策
に
腹
が
立

つ
。
将
来
不
安
ば
か
り
で
は
、
今

夜
の
酒
も
楽
し
め
な
い
。 

（
酔
）

２０２１年(令和３年)４月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１９７０号（１）
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３・18　国会要請行動

 署名累計２万７千筆超提出

春
の
共
済
制
度
普
及　

好
評
受
付
中

春
の
共
済
制
度
普
及　

好
評
受
付
中
!!
（
４
面
に
案
内
）

（
４
面
に
案
内
）

盛山議員に医療現場の実情を伝え、要請書を手渡す

清水議員（上写真中央）、福島議員（下写真中央）
が署名紹介議員の引き受けを快諾　　　　　　　

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
審査対策部だより
個別指導時の録音と弁護士帯同 ２面

研
面
究 ４面診内研より
CKDの診療

環境・公害対策部市民公開学習会講演録
「原子力発電のコストと負担」 ３面

負担増中止負担増中止のの声声をを国会議員国会議員へへ
　

患
者
負
担
増
は
必
ず
中
止
を
―
―
。
協
会
は
３
月
18
日
、
国
会
要

請
行
動
を
実
施
。
国
会
議
員
へ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
患
者
窓
口
負
担
の
引
き
上
げ
中
止
を
要
請
し
、
累
計
２
万
７
千

筆
超
と
な
る
患
者
負
担
増
中
止
を
求
め
る
署
名
を
提
出
し
た
。
協
会

か
ら
武
村
義
人
・
川
西
敏
雄
両
副
理
事
長
が
参
加
。
盛
山
正
仁
衆
院

議
員
（
自
民
党
・
上
写
真
）
と
清
水
忠
史
衆
院
議
員
（
共
産
党
）、

福
島
瑞
穂
参
院
議
員
（
社
民
党
）
が
面
会
に
応
じ
た
。
同
日
に
は
国

会
議
員
会
館
に
て
、「
＃
医
療
費
窓
口
負
担
２
倍
化
止
め
る
」
緊
急

国
会
内
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

国
会
議
員
へ
は
、
①
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
医
療
提

供
体
制
整
備
や
診
療
報
酬
概
算
払

い
に
よ
る
医
療
機
関
経
営
の
保

障
、
②
厚
生
労
働
省
が
計
画
す
る

75
歳
以
上
の
高
齢
者
窓
口
負
担
の

原
則
２
割
へ
の
引
き
上
げ
中
止
を

要
請
し
た
。

　

盛
山
議
員
に
は
、
川
西
副
理
事

長
が
「
受
診
抑
制
に
よ
る
減
収
は

医
療
機
関
の
責
任
で
は
な
い
。
政

府
と
し
て
補
償
し
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
た
。
こ
れ
に
対
し
盛
山
議
員

は
「
医
療
機
関
は
規
模
や
標
榜
科

に
関
わ
ら
ず
厳
し
い
状
況
で
あ
る

こ
と
は
他
の
議
員
よ
り
も
よ
く
分

か
っ
て
い
る
。
し
か
し
他
の
業
種

で
も
経
営
状
況
は
厳
し
く
、
医
療

機
関
だ
け
を
救
済
す
る
の
は
非
常

に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
」
と
述
べ
た

上
で
、「
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
制
度
を
創
設
し
て
き
た
。
た

だ
支
援
に
濃
淡
が
あ
る
こ
と
も
分

か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
通
り
要

望
は
き
ち
ん
と
田
村
憲
久
厚
生
労

働
大
臣
に
伝
え
た
い
」
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
武
村
副
理
事
長
は

「
支
援
制
度
で
一
息
つ
け
た
医
療

機
関
も
多
い
。
引
き
続
き
医
療
機

関
の
公
益
性
を
鑑
み
、
減
収
補
填

の
実
現
を
」
と
訴
え
た
。

　

清
水
議
員
に
は
、
政
府
が
計
画

す
る
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負

担
２
倍
化
に
反
対
す
る
署
名
の
紹

介
議
員
引
き
受
け
を
訴
え
た
。
清

水
議
員
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
の
負
担
増
に
は
反
対
だ
。
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
補
助

金
で
物
価
が
下
が
っ
た
と
し
て
、

年
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
年
金
を
引
き
下
げ
た

上
、
負
担
増
な
ど
断
じ
て
許
さ
れ

の
負
担
軽
減
に
な
る
と
盛
ん
に
宣

伝
し
て
い
る
が
、
実
際
は
公
費
の

軽
減
額
が
一
番
大
き
い
」
と
し
、

署
名
の
紹
介
議
員
引
き
受
け
を
快

諾
し
た
。

国
民
を
医
療
か
ら
遠
ざ
け
る
な

緊
急
国
会
内
集
会

　

「
＃
医
療
費
窓
口
負
担
２
倍
化

止
め
る
」
緊
急
国
会
内
集
会
に

は
、
ウ
ェ
ブ
参
加
を
含
め
１
５
５

人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
で
は
、
武
村
義
人
副
理
事

長
が
、
自
身
の
医
療
機
関
の
患
者

が
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
粛
生
活

で
身
体
能
力
が
落
ち
、
骨
折
が
増

え
て
い
る
実
態
な
ど
を
告
発
し
、

た
だ
で
さ
え
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
生

活
や
健
康
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
高

齢
者
へ
の
さ
ら
な
る
負
担
を
押
し

つ
け
て
医
療
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
と
し
た
。

　

集
会
に
は
、
新
た
に
約
６
万
筆

の
「
75
歳
以
上
医
療
費
窓
口
負
担

２
割
化
撤
回
を
求
め
る
」
署
名
が

集
ま
り
、
か
け
つ
け
た
国
会
議
員

に
提
出
し
た
。

お問い合わせは、☎078－393－1807まで

お問い合わせは、☎078－393－1817まで

兵庫県保険医協会　第98回評議員会兵庫県保険医協会　第98回評議員会

日　時　５月16日（日）13時～　　　会　場　協会５階会議室
特別講演　16時～　「ポストコロナ社会をどうつくるか ～人新世の『資本論』～」
講　師　大阪市立大学大学院経済学研究科　准教授　齋藤　幸平氏

　マイナンバーカードによるオ
ンライン資格確認に反対するリ
ーフレットを今号に同封してい
ます。顔認証付カードリーダー
の拙速な導入にはご注意を。

春
の
組
織
強
化
月
間
ス
タ
ー
ト

春
の
組
織
強
化
月
間
ス
タ
ー
ト

コ
ロ
ナ
禍
の
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
も

コ
ロ
ナ
禍
の
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
も

協
会
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

協
会
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

組
織
部
長　
　

組
織
部
長　
　

宮
武　

博
明

宮
武　

博
明

な
い
」
と
署
名

の
紹
介
議
員
を

引
き
受
け
る
と

と
も
に
引
き
続

き
国
会
で
政
府

の
計
画
の
阻
止

へ
奮
闘
す
る
と

決
意
を
述
べ

た
。

　

福
島
議
員
も

要
請
に
対
し

「
75
歳
以
上
の

医
療
費
窓
口
負

担
２
倍
化
で
政

府
は
現
役
世
代

　

協
会
で
は
、
４
月
か
ら
６
月
末

ま
で
「
春
の
組
織
強
化
月
間
」
に

取
り
組
み
、
会
員
数
７
７
０
０
人

の
達
成
を
め
ざ
し
ま
す
（
３
月
30

日
現
在
７
６
２
８
人
）。

　

多
く
の
医
療
機
関
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

伴
う
医
療
提
供
体
制
の
逼
迫
や
、

受
診
抑
制
に
よ
る
減
収
等
、
依
然

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
も
菅
自
公
政

権
が
、
新
年
度
予
算
で
社
会
保
障

の
自
然
増
を
１
０
０
０
億
円
も
抑

制
し
、
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口

負
担
２
倍
化
な
ど
、
い
っ
そ
う
の

社
会
保
障
制
度
改
悪
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
は
許
せ
ま
せ

ん
。

　

協
会
は
、
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
て
会
員
医
療
機
関
の
要
求
を

つ
か
み
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
強
化

と
、「
助
成
金
・
給
付
金
な
ど
の

拡
充
」「
昨
年
度
診
療
報
酬
実
績

に
基
づ
く
減
収
補
填
」
等
を
掲
げ

て
、
政
府
や
国
会
議
員
へ
の
要
請

を
強
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
マ

ス
コ
ミ
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
報
告
し
、
公
益
医
療
を
守
る

た
め
に
国
の
責
任
で
医
療
機
関
経

営
を
安
定
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

訴
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
ス
ト

ッ
プ
！
負
担
増
」
署
名
や
ラ
ジ
オ

関
西
番
組
出
演
に
取
り
組
み
、
地

域
住
民
と
協
力
し
て
安
心
・
安
全

の
医
療
の
実
現
に
向
け
活
動
し
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
頼
り
に
な
り
役
に
立

つ
、
会
員
に
な
っ
て
得
す
る
協

会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
保
険
請

求
の
相
談
や
減
点
・
返
戻
等
の
審

査
相
談
、
新
規
を
含
め
た
個
別
指

導
の
相
談
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用

し
て
の
各
種
研
究
会
開
催
、
新
規

開
業
セ
ミ
ナ
ー
、
税
務
・
雇
用
・

開
業
相
談
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
不

足
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
剤
や
ニ

ト
リ
ル
グ
ロ
ー
ブ
等
の
斡
旋
な

ど
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
い
っ
そ
う

の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
春
の
共
済
制
度
募
集
も

開
始
し
ま
し
た
。
定
評
の
あ
る
保

険
医
年
金
と
、
兵
庫
協
会
独
自
の

積
立
年
金
Ｄ
ｅ
ｆ
Ｌ
（
デ
フ
エ

ル
）、
コ
ロ
ナ
禍
で
加
入
が
増
え

て
い
る
休
業
保
障
制
度
と
所
得
補

償
保
険
、
１
億
２
千
万
円
の
大
型

保
障
を
実
現
し
た
グ
ル
ー
プ
保
険

と
新
グ
ル
ー
プ
保
険
、
割
安
の
自

動
車
・
火
災
保
険
等
の
損
害
保
険

ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
共
済
事
業
が
、
み
な
さ
ま
の

期
待
に
応
え
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
知
り
合
い
の
開
業

医
、
勤
務
医
、
ご
子
弟
に
入
会
を

お
勧
め
く
だ
さ
い
。
先
生
方
の
よ

り
い
っ
そ
う
の
お
力
添
え
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

リーフレットを今号に同封リーフレットを今号に同封

リーフ表紙
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Zoom参加希望者は、右のQRコードより登録。
 来場申し込み・お問い合わせは、☎078－393ー1807まで

新
型
コ
ロ
ナ
を
機
に
医
療
を
充
実
さ
せ
る
市
政
へ
変
え
よ
う
と

武
村
協
会
副
理
事
長
が
訴
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コロナ禍を通して問われた
日本の公衆衛生と地方自治

日　時　４月17日（土）14時30分～16時30分
会　場　神戸市勤労会館403・404
講　師　関西大学社会安全学部公衆衛生学教授
 高鳥毛　敏雄先生

◇
出
席　

24
人

◇
機
関
会
議　

第
98
回
評
議
員
会

・
特
別
講
演
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社

会
を
ど
う
つ
く
る
か
〜
人
新
世
の

『
資
本
論
』」（
５
／
16
・
大
阪
市

立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
齋

藤
幸
平
准
教
授
）、
第
53
回
総
会

記
念
講
演
「
感
染
症
と
文
明
〜
コ

ロ
ナ
禍
で
問
わ
れ
る
医
療
と
社

会
」（
６
／
20
・
長
崎
大
学
熱
帯

医
学
研
究
所
山
本
太
郎
教
授
）

◇
情
勢　

政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
応
で
東
京
、
神
奈
川
、

埼
玉
、
千
葉
の
４
都
県
に
出
し
て

い
る
緊
急
事
態
宣
言
を
２
週
間
再

延
長
し
、
21
日
ま
で
と
し
た
。

◇
歯
科
部
会　

①
市
民
学
習
会

「
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
そ
求
め
ら
れ
る

口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ
」（
６
／
６

・
岡
山
大
学
大
学
院
高
柴
正
悟
教

授
）
の
開
催
、
②
「
保
険
で
よ
り

良
い
歯
科
医
療
」
を
求
め
る
署
名

活
動
（
21
年
４
月
〜
10
月
）
に
取

り
組
む
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
災
害
対
策　

全
国
災
対
連
「
被

災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
抜
本

的
解
決
を
求
め
る
請
願
署
名
」
に

あ
ら
た
め
て
協
力
す
る
こ
と
等
が

承
認
さ
れ
た
。

◇
地
域
医
療
部　

①
第
36
回
保
団

連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
９
／

19
、
20
・
岐
阜
）
に
向
け
た
「
全

国
共
同
調
査
│
開
業
医
師
・
歯
科

医
師
の
働
き
方　

健
康
調
査
│
」

の
実
施
（
４
月
〜
５
月
末
）
の
協

力
が
了
承
さ
れ
た
。
ま
た
、
②
国

の
指
定
難
病
医
療
費
助
成
制
度
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書
請
願
運
動

に
つ
い
て
、
尼
崎
市
議
会
で
請
願

が
採
択
さ
れ
（
３
／
４
）、
兵
庫

県
下
で
計
８
市
町
で
採
択
、
２
市

で
趣
旨
採
択
の
到
達
と
な
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
３
月
13
日　

理
事
会
よ
り
）

個別指導時の録音と弁護士帯同

　

こ
の
先
生
の
診
療
所
は
「
口
分

田
玄
瑞
診
療
所
」
で
、
現
在
は
ご

令
息
の
口
分
田
真
先
生
が
継
承
し

て
お
ら
れ
る
。
医
院
の
お
名
前
か

ら
考
え
て
、
赤
穂
に
関
係
の
あ
る

御
方
と
思
っ
て
い
た
。
同
じ
こ
と

を
考
え
て
い
た
方
が
お
ら
れ
た
。

読
売
新
聞
を
退
社
さ
れ
、
作
家
に

な
ら
れ
た
松
本
順
司
氏
で
あ
る
。

　

松
本
氏
は
、
赤
穂
浪
士
の
参

謀
、
ま
た
は
影
の
指
導
者
に
な
ら

れ
た
寺
井
玄
渓
を
調
べ
て
お
ら
れ

た
方
で
あ
っ
た
が
、
資
料
が
全
く

な
い
の
で
「
口
分
田
玄
瑞
診
療

所
」
の
看
板
を
ご
覧
に
な
っ
て
、

資
料
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
と

考
え
ら
れ
、
私
に
紹
介
を
依
頼
さ

れ
た
。
そ
れ
以
来
、
口
分
田
勝
先

生
と
お
話
し
す
る
機
会
が
増
え

た
。

　

先
生
は
、
一
見
す
る
と
物
静
か

　

神
戸
支
部
も
参
加
す
る
「
神
戸

・
市
民
要
求
を
実
現
す
る
会
」
と

「
市
民
に
あ
た
た
か
い
神
戸
を
つ

く
る
会
」「
市
民
目
線
で
神
戸
市

政
を
考
え
る
懇
談
会
」
は
３
月
９

日
、
神
戸
市
勤
労
会
館
で
、
神
戸

市
政
学
習
＆
市
民
集
会
を
開
催
。

会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
あ
わ
せ
て
70

人
以
上
が
参
加
し
た
。

　

武
村
義
人
協
会
副
理
事
長
が
開

ジ
タ
ル
化
を
推
し
進
め
よ
う
と

し
、
神
戸
市
も
行
財
政
改
革
方
針

で
デ
ジ
タ
ル
化
を
理
由
に
来
庁
者

を
４
割
削
減
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
今
の
神
戸
市
は
コ
ロ
ナ
禍
で

苦
し
む
市
民
の
た
め
の
施
策
で
な

く
、
巨
大
再
開
発
を
進
め
る
冷
た

い
市
政
だ
。
し
か
し
、
市
民
が
動

け
ば
政
治
を
動
か
せ
る
」
と
訴
え

た
。

　

味
口
俊
之
市
会
議
員
（
共
産
）

が
神
戸
市
新
年
度
予
算
と
そ
の
問

題
点
に
つ
い
て
説
明
。
協
会
の
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
紹
介
し
、

県
内
診
療
所
の
７
割
が
減
収
と
な

っ
て
お
り
、
医
療
機
関
へ
の
支
援

が
急
務
で
あ
る
が
、
神
戸
市
に
は

取
り
組
む
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
と

し
た
。
ま
た
、
震
災
を
機
に
高
齢

者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
維
持
さ
れ
て
き
た
「
あ

ん
し
ん
す
こ
や
か
ル
ー
ム
」
の
廃

止
や
、
５
カ
所
あ
る
水
道
セ
ン
タ

ー
の
１
カ
所
へ
の
集
約
な
ど
、
市

民
に
と
っ
て
重
要
な
福
祉
が
削
減

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
批
判
。

三
宮
再
開
発
な
ど
の
大
型
開
発
を

見
直
せ
ば
、
高
校
卒
業
ま
で
の
医

療
費
の
無
料
化
や
中
学
校
給
食
な

ど
が
実
現
で
き
る
と
解
説
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
医
療
機
関
職
員
か

ら
、
神
戸
市
の
医
療
機
関
支
援
策

は
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入
れ
の

み
を
対
象
と
し
た
限
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
感
染
の
不
安
を
感
じ
な

が
ら
医
療
を
提
供
し
続
け
て
い
る

医
療
関
係
者
の
不
安
に
沿
っ
た
施

策
が
必
要
と
の
発
言
が
さ
れ
た
ほ

か
、
中
小
業
者
の
支
援
策
の
充
実

や
中
学
校
給
食
の
改
善
な
ど
、
市

政
の
転
換
を
求
め
る
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

な
人
物
で
、
外
見
の
イ
メ
ー
ジ
の

よ
う
に
知
性
的
な
先
生
で
、
独
特

な
香
り
が
匂
い
た
つ
よ
う
な
風
情

を
漂
わ
せ
え
て
お
ら
れ
た
が
、
内

面
は
猛
烈
な
フ
ァ
イ
タ
ー
で
あ
る

こ
と
に
驚
い
た
。
反
核
・
平
和
運

動
部
長
を
２
０
１
２
年
に
逝
去
さ

れ
る
ま
で
10
年
以
上
務
め
ら
れ

た
。
地
域
医
療
改
善
の
た
め
に
、

東
灘
区
の
社
保
協
で
も
会
長
と
し

て
長
ら
く
先
頭
で
奮
闘
さ
れ
た
。

　

で
も
猪
突
猛
進
、
ド
ン
キ
ホ
ー

テ
型
で
は
な
く
、
周
囲
と
調
和
を

取
り
な
が
ら
こ
と
を
運
ん
で
お
ら

れ
た
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
は
起
こ
ら

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
自
分
の
す

る
こ
と
に
口
出
し
す
る
な
と
い
う

自
信
は
強
い
よ
う
に
感
じ
た
。
一

つ
の
標
的
を
捉
え
た
ら
手
に
す
る

ま
で
求
め
る
フ
ァ
イ
ト
に
関
し
て

は
右
に
出
る
人
は
お
ら
ず
、
集
中

さ
れ
る
と
周
囲
が
目
に
入
ら
な
く

な
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測

し
た
。

　

そ
れ
は
あ
た
か
も
狩
猟
民
族
が

狙
っ
た
獲
物
は
逃
さ
な
い
と
い
う

よ
う
な
執
念
を
感
じ
さ
せ
、
信
じ

た
こ
と
は
知
事
も
、
市
長
も
巻
き

込
ん
で
し
ま
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
お

あ
り
だ
っ
た
。

　

芸
術
家
に
な
っ
て
お
ら
れ
た

ら
、
後
世
に
残
る
作
品
を
残
さ
れ

た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
、
こ
れ

も
勝
手
に
推
測
し
た
。

　

正
義
感
が
強
く
「
良
い
も
の
は

良
い
、
悪
い
も
の
は
悪
い
」
と
区

別
す
る
潔
さ
を
持
っ
て
お
ら
れ
、

純
粋
で
ク
リ
ー
ン
な
お
方
と
い
う

印
象
だ
っ
た
。
ま
じ
め
で
、
明
る

く
、
少
々
の
悩
み
や
苦
労
は
蹴
散

ら
し
て
し
ま
う
先
生
と
い
う
印
象

を
受
け
た
。

　

「
口
分
田
玄
瑞
診
療
所
」
と
い

う
ユ
ニ
ー
ク
な
お
名
前
は
印
象
に

残
る
も
の
で
、
街
行
く
人
の
中
で

は
、
赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
姿
を

想
像
す
る
と
言
わ
れ
た
方
が
お
ら

れ
た
。

員員 稿稿
会 投

初
志
貫
徹
・

口
分
田
勝
先
生

灘
区　
　

岡
本　

好
司

　コロナ禍での非常事態宣言によ

り中断していた厚生局による個別

指導（新規含む）が、４月以降兵

庫県下でも再開される。

　個別指導は、「保険診療の質的

向上及び適正化を図ること」「保

険診療の取扱い、診療報酬の請求

等に関する事項について周知徹底

させること」を目的に、「懇切丁

寧に行う」とされている（厚労省

指導大綱）。また、行政手続法第

32条では、個別指導を含む行政指

導について、「相手方の任意の協

力」のもとで行われるものであ

り、行政は「相手方が行政指導に

従わなかったことを理由として、

不利益な取扱いをしてはならな

い」と定めている。

　しかし、医療指導官・事務官に

よっては、保険医の人権侵害につ

ながるような言動など、威圧的な

指導が行われたとの相談が協会に

寄せられることがある。

　指導大綱や行政手続法の趣旨か

ら逸脱するような指導を未然に防

ぎ、保険医の権利を守る手段とし

て、指導時の録音と弁護士帯同が

ある。録音・帯同により、威圧的

な発言が抑制されるとともに、指

導内容の誤りを指摘し訂正させる

ことにもつながる。

　録音は、指導当日に「指導内容

の確認のため録音します」と厚生

局側に声をかければ録音すること

ができる。威圧的な指導を防止す

る観点からも、個別指導時の録音

をおすすめする。

　弁護士帯同は、指導を受ける保

険医が弁護士に委任し、委任状を

あらかじめ厚生局に送付すること

で可能である。帯同する弁護士

は、協会で顧問弁護士等をご紹介

する。

　実施通知が届いた会員医療機関
は、まずは協会までご連絡いただ
きたい。お問い合わせは、医科☎
078－393－1840、歯科☎078－393
－1809まで

今必要な雇用管理のポイント今必要な雇用管理のポイント ～ミクロとマクロの２つの視点で～ ～ミクロとマクロの２つの視点で～

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

日　時　４月24日（土）14時30分～17時　　会　場　協会６階会議室
講　師　桂労務社会保険総合事務所　社会保険労務士
 桂　好志郎先生
参加費　3000円（医院経営研究会会員は無料）

●医院経営研究会

兵庫県自治体問題研究所　第51回総会記念講演会

４月例会

医
療
・
福
祉
充
実
の
神
戸
市
政
へ
転
換
を

神
戸
市
政
学
習
＆
市
民
集
会

武
村
義
人
協
会
副
理
事
長
が
あ
い
さ
つ

会
あ
い
さ
つ

に
立
ち
、

「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大

は
、
現
在
の

効
率
最
優
先

の
日
本
社
会

の
矛
盾
を
明

ら
か
に
し

た
。
に
も
関

わ
ら
ず
、
国

は
な
お
も
デ

https://bit.
ly/3wb5goQ
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図１　事故前に提示された原子力発電のコスト

図２　発電コスト検証ワーキンググループと演者による再計算結果の比較

政
府
の
原
発
推
進

政
府
の
原
発
推
進

四
つ
の
説
明

四
つ
の
説
明

　

日
本
が
原
発
建
設
を
進
め
て
き

た
理
由
に
つ
い
て
、
政
府
は
ず
っ

と
ど
う
説
明
し
て
き
た
か
。

　

一
つ
は
安
全
性
に
つ
い
て
だ
。

「
絶
対
事
故
は
起
き
な
い
」
と
説

明
し
て
き
た
。

　

次
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
出
さ
な

い
の
で
ク
リ
ー
ン
だ
と
言
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
放
射
能
を
出
す
の

で
、
も
は
や
ク
リ
ー
ン
と
は
言
え

な
く
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
原
発
は
安
い
と
言
っ

て
き
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

後
程
く
わ
し
く
お
話
し
す
る
。

　

最
後
に
、
原
発
が
な
い
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
安
定
供
給
で
き
な
い
と

説
明
し
て
き
た
。
し
か
し
、
原
発

が
止
ま
っ
て
も
電
気
が
な
く
な
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
事
故
後

の
こ
の
10
年
が
証
明
し
て
い
る
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
が
起
こ
っ

て
も
、
政
府
は
同
様
の
説
明
を
行

っ
て
き
た
。
２
０
１
８
年
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
も
こ
の
四
つ

に
関
す
る
記
述
が
維
持
さ
れ
、
２

０
３
０
年
に
原
発
比
率
を
２
割
程

度
に
維
持
す
る
と
い
う
目
標
を
持

っ
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
に
は
世
耕
弘
成
経

済
産
業
大
臣
（
当
時
）
が
「（
事

故
費
用
等
の
）
い
ろ
ん
な
費
用
を

全
部
、
含
め
た
と
し
て
も
、
や
は

り
、
発
電
単
位
当
た
り
の
コ
ス
ト

は
原
発
が
一
番
安
い
」
と
発
言
し

た
。
世
耕
氏
は
、
関
西
電
力
役
員

ら
の
金
品
受
領
問
題
に
関
連
し
て

高
浜
町
元
助
役
の
関
連
企
業
社
長

か
ら
献
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
中

立
性
・
公
平
性
の
あ
る
発
言
と
は

い
え
な
い
が
、
し
か
し
こ
の
発
言

が
本
当
な
の
か
客
観
的
に
考
え
て

み
た
い
。

安
全
対
策
・
事
故
対
策
に

安
全
対
策
・
事
故
対
策
に

膨
大
な
費
用

膨
大
な
費
用

　

ま
ず
事
故
前
の
政
府
の
試
算
を

見
よ
う
。
図
１
は
２
０
１
０
年
に

電
気
事
業
連
合
会
が
出
し
た
「
原

子
力
コ
ン
セ
ン
サ
ス
２
０
１
０
」

の
資
料
だ
。
水
力
の
コ
ス
ト
が
一

番
高
く
、
次
に
石
油
で
、
天
然
ガ

ス
、
石
炭
、
原
子
力
の
順
に
安
く

な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

原
発
事
故
後
、
こ
れ
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
コ
ス
ト
を
計
算
し
な
お
そ

う
と
、
民
主
党
政
権
時
に
設
置
さ

れ
た
の
が
「
コ
ス
ト
等
検
証
委
員

会
」
だ
。
私
も
要
請
が
あ
り
委
員

と
な
っ
た
が
、
原
子
力
に
否
定
的

な
立
場
の
人
も
、
推
進
す
る
立
場

の
人
も
お
り
、
タ
ブ
ー
な
し
で
検

証
し
よ
う
と
試
算
を
行
っ
た
結

果
、「
他
の
発
電
に
比
べ
て
原
発

は
高
い
」
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
安
倍
政
権
時
の
２
０

１
５
年
に
新
た
な
コ
ス
ト
計
算
が

示
さ
れ
た
。
私
は
委
員
で
な
か
っ

た
が
、
こ
の
時
に
原
発
は
事
故
コ

ス
ト
を
含
め
て
も
安
い
と
い
う
結

果
を
発
表
し
て
お
り
、
こ
れ
が
世

耕
氏
の
発
言
の
根
拠
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
に
は
か
ら
く
り

が
あ
る
。
原
発
の
コ
ス
ト
計
算
に

は
、
建
設
費
や
燃
料
費
、
保
守
費

と
い
っ
た
単
純
な
発
電
コ
ス
ト
に

加
え
、
追
加
の
安
全
対
策
費
や
賠

償
費
な
ど
の
事
故
リ
ス
ク
対
応

費
、
研
究
開
発
費
や
立
地
自
治
体

へ
の
交
付
金
等
の
政
策
費
用
、
さ

ら
に
廃
炉
や
使
用
済
み
核
燃
料
の

処
理
に
か
か
る
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
費

用
な
ど
の
社
会
的
費
用
が
か
か

る
。

　

２
０
１
５
年
の
計
算
で
は
、
こ

れ
ら
費
用
を
非
常
に
少
な
く
見
積

も
っ
て
い
る
の
だ
。

　

安
全
対
策
費
は
事
故
以
前
の
安

全
対
策
が
不
十
分
な
原
発
の
建
設

費
を
も
と
に
し
、
１
基
６
０
０
億

円
と
な
っ
て
い
る
が
、
事
故
後
は

１
基
２
千
〜
３
千
億
円
に
の
ぼ

る
。
ま
た
、
事
故
費
用
も
12
・
２

兆
円
と
し
て
い
る
が
、
す
で
に
22

・
５
兆
円
に
膨
ら
ん
で
い
る
。
さ

ら
に
除
染
廃
棄
物
の
最
終
処
分
費

用
も
含
ま
れ
ず
、
事
故
現
場
の
収

束
作
業
も
デ
ブ
リ
（
溶
け
た
核
燃

料
）
を
取
り
出
す
ま
で
の
費
用
し

か
計
算
し
て
い
な
い
。

　

除
染
廃
棄
物
に
関
し
て
、
最
近

情
報
公
開
請
求
を
行
い
、
大
変
な

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
帰
還

困
難
区
域
で
、
除
染
後
の
土
壌
を

使
っ
て
食
用
の
作
物
を
作
る
と
い

う
計
画
が
非
公
開
の
会
合
で
決
定

少
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
燃
料
費
・

バ
ッ
ク
エ
ン
ド
コ
ス
ト
を
２
０
０

１
年
か
ら
２
０
１
０
年
の
平
均
と

す
る
と
い
う
新
た
な
想
定
で
計
算

し
な
お
す
と
、
コ
ス
ト
は
図
２
の

よ
う
に
高
く
な
る
。
で
き
る
だ
け

原
発
の
コ
ス
ト
を
低
く
見
積
も
っ

て
計
算
し
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
で

も
図
の
よ
う
に
高
く
な
る
。
原
発

は
ど
う
考
え
て
も
高
い
の
だ
。

　

さ
ら
に
原
則
40
年
、
最
長
60
年

と
さ
れ
て
い
る
運
転
期
間
後
に
廃

炉
と
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
が
待

っ
て
い
る
。
放
射
性
廃
棄
物
は
処

分
に
10
万
年
か
か
る
と
さ
れ
て
お

り
、
処
分
費
用
は
ど
れ
だ
け
か
か

る
か
分
か
ら
な
い
。

原
発
の
コ
ス
ト
は

原
発
の
コ
ス
ト
は

誰
が
負
担
し
て
い
る
か

誰
が
負
担
し
て
い
る
か

　

も
う
一
つ
、
こ
の
費
用
を
誰
が

払
う
の
か
が
大
変
重
要
だ
。
公
共

政
策
に
関
す
る
費
用
負
担
の
原
則

は
大
き
く
三
つ
あ
る
。
ま
ず
応
能

負
担
と
応
益
負
担
。
そ
し
て
、
環

境
問
題
の
み
で
適
用
さ
れ
る
原
則

で
応
因
負
担
。
つ
ま
り
汚
染
者
負

担
原
則
だ
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
で
は
、
東

京
電
力
が
加
害
者
で
汚
染
者
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
賠
償
責
任

は
東
電
に
あ
る
。
こ
の
賠
償
は
超

長
期
に
わ
た
り
、
必
要
な
費
用
は

東
電
の
純
資
産
を
超
え
て
い
る
。

に
も
関
わ
ら
ず
、
東
電
は
つ
ぶ
れ

て
い
な
い
。
な
ぜ
か
。

　

原
発
事
故
の
あ
と
に
政
府
は

「
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支

援
機
構
」
と
い
う
組
織
を
作
っ

た
。
こ
の
組
織
は
事
故
の
賠
償
の

た
め
に
東
電
に
資
金
の
援
助
を
行

っ
て
お
り
、
金
額
の
上
限
は
な

く
、
必
要
な
ら
ば
何
度
で
も
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
東
電
に
返

済
の
義
務
は
な
い
。
こ
の
資
金
の

原
資
は
国
債
だ
。
国
債
を
発
行
す

れ
ば
毎
年
利
息
の
支
払
い
が
必
要

で
、
こ
れ
は
国
が
予
算
を
組
ん
で

国
民
の
税
金
で
払
っ
て
い
る
。
一

方
、
元
本
は
最
終
的
に
関
電
等
の

電
力
会
社
が
負
担
金
と
し
て
支
払

う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
負
担
金

の
原
資
は
と
い
う
と
、
電
気
料
金

だ
。
結
局
、
税
金
と
電
気
料
金
と

い
う
形
で
皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い

る
。

　

し
か
し
、
２
０
１
６
年
４
月
か

ら
電
力
が
自
由
化
し
、
私
た
ち
が

電
力
会
社
を
選
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
関
電
等
の
電
力
会
社

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
電

気
料
金
で
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ

で
は
困
る
と
い
う
こ
と
で
、
送
電

線
使
用
量
か
ら
支
払
う
こ
と
に
し

よ
う
と
制
度
を
変
更
し
た
。
つ
ま

り
、
電
力
会
社
を
変
更
し
た
世
帯

も
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

汚
染
者
負
担
原
則
が
い
つ
の
間

に
か
消
費
者
負
担
原
則
に
変
わ
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
せ
め
て
政
府

は
「
東
京
電
力
が
負
担
す
べ
き
費

用
が
支
払
え
な
い
か
ら
負
担
し
て

く
だ
さ
い
」
と
説
明
す
べ
き
だ

し
、
政
府
が
説
明
す
る
よ
う
に
原

発
の
コ
ス
ト
が
安
い
と
い
う
の
な

ら
、
国
民
に
負
担
さ
せ
る
必
要
は

な
く
、
東
電
が
支
払
う
べ
き
だ
ろ

う
。エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
は

再
エ
ネ
最
優
先
で

再
エ
ネ
最
優
先
で

　

最
後
に
、
電
力
の
需
給
状
況
に

つ
い
て
述
べ
た
い
。
日
本
は
原
発

を
「
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
す

る
と
し
て
い
る
。
電
力
供
給
が
一

定
の
原
発
を
発
電
の
ベ
ー
ス
と
し

て
最
優
先
と
し
、
そ
の
他
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
で
供
給
量

を
調
整
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
考
え
方
は
も
う

時
代
遅
れ
だ
。
地
球
温
暖
化
対
策

と
し
て
今
、
世
界
の
流
れ
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
を
効
率
的
に
少
な
く

し
、
電
力
は
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
１

０
０
％
と
す
る
方
向
に
な
っ
て
い

る
。
事
前
に
電
力
需
要
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
量
を
予
測

し
、
足
り
な
い
分
を
火
力
発
電
等

で
ま
か
な
う
と
い
う
の
が
、
ド
イ

ツ
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

推
進
す
る
国
の
考
え
方
と
な
っ
て

い
る
。

　

日
本
で
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
か
な
り
増
え
て
い
る
。
関
西

電
力
管
内
で
も
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
最
大
38
％
を
占
め
る
と
き
も
あ

り
、
東
北
電
力
管
内
な
ら
92
％
に

の
ぼ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

な
お
、
同
様
に
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド

電
源
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
石

炭
火
発
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
が
非
常
に
多
く
、
世
界
的
に
は

パ
リ
協
定
に
基
づ
い
て
な
く
し
て

い
こ
う
と
い
う
方
向
に
な
っ
て
お

り
、
金
融
機
関
や
企
業
も
投
融
資

し
な
く
な
っ
て
い
る
。
神
戸
で
は

神
戸
製
鋼
が
今
か
ら
新
し
い
石
炭

火
力
発
電
所
を
建
設
し
て
い
る

が
、
極
め
て
時
代
遅
れ
で
あ
る
。

　

環
境
を
破
壊
す
る
原
発
や
石
炭

火
発
を
や
め
、
気
候
変
動
も
放
射

能
汚
染
も
な
い
社
会
を
つ
く
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

昨
年
９
月
６
日
に
環
境
・
公
害
対
策
部
が
開
催
し
た
市
民
公
開
学
習

会
「
原
子
力
発
電
の
コ
ス
ト
と
負
担
」（
講
師
：
龍
谷
大
学
政
策
学
部

・
大
島
堅
一
教
授
）
の
講
演
録
を
掲
載
す
る
。

さ
れ
、
進
ん
で
い
た
の

だ
。
気
づ
か
な
い
う
ち

に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

進
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
原
発
の

コ
ス
ト
は
事
故
か
ら
10

年
を
経
て
、
い
っ
そ
う

拡
大
し
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
で
は
、
大
手
電
力

会
社
エ
ク
セ
ロ
ン
の
副

社
長
が
、
新
し
い
原
発

は
コ
ス
ト
が
高
す
ぎ
て

建
設
で
き
な
い
と
発
言

し
て
い
る
。
一
昨
年
に

環境・公害対策部市民公開学習会講演録「原子力発電のコストと負担」

国民に負担を押し付ける原発国民に負担を押し付ける原発
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15
（円／キロワット時）

水力 石油 天然ガス 石炭 原子力
（割引率：３％）

出展：電気事業分科会（２００４年１月２３日）
出所：電気事業連合会「原子力コンセンサス2010」
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【おおしま　けんいち】　専門は環境・エネ
ルギー政策論、環境経済学。著書『原発のコ
スト』（岩波新書）で大佛次郎論壇賞受賞、
他に著書多数。原発事故後、政府の総合資源
エネルギー調査会基本問題委員会委員、内閣
官房国家戦略室エネルギー・環境会議コスト
等検証委員会委員を務める。2018年から原子
力市民委員会座長

龍谷大学政策学部教授

大島　堅一先生

福島第一原発事故から10年――

原発ゼロ基本法の制定を求める原発ゼロ基本法の制定を求める
請願署名にご協力を請願署名にご協力を

署名用紙の注文は、☎078－393－1807まで

原
発
ゼ
ロ
を
求
め
る
署
名
（
表
面
）

　今年３月11日に東日本大震災・東京電力福島
第一原発事故から10年を迎えました。しかし今
も、事故原因は究明されず、事故はいまだに収
束していません。にもかかわらず、政府は原発
事故被害者の賠償打ち切りなど事故被害者を切
り捨て、原発の新増設、再稼働を進めています。
　兵庫協会では、全国保険医団体連合会（保団
連）も加盟する「原発をなくす全国連絡会」が
進める「原発ゼロ基本法の制定を求める請願署
名」に取り組んでいます。ぜひとも医療機関で
ご協力いただきますようお願い申し上げます。

は
、
コ
ス
ト

が
高
す
ぎ
て

イ
ギ
リ
ス
で

計
画
さ
れ
て

い
た
原
発
建

設
か
ら
日
立

が
撤
退
し

た
。

　

政
府
の
計

算
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
問
題

が
あ
る
が
、

計
算
方
法
は

踏
襲
し
、
先

ほ
ど
述
べ
た

安
全
対
策
費

用
の
増
加
と

自
己
費
用
の

増
加
、
さ
ら

に
原
発
の
運

転
期
間
の
減
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診診 内内 研研
よよ りり 519

吉祥寺あさひ病院　副院長　腎臓内科
東京医科大学　腎臓内科学分野　兼任教授

日本腎臓病協会　腎臓病療養指導士　教育研修小委員会　委員長 安田　隆先生講演

CKDの診療
－透析導入ばかりでなく、CKDの発症を予防する－

新規透析患者数の減少目標
　慢性腎臓病は、透析療法が必要と
なる末期腎不全にいたるばかりでな
く、心血管系疾患の発症リスクが増
加する疾患で、進行とともに患者の
QOLを低下させる。2018年に厚生労
働省より、腎疾患対策のさらなる推
進をめざして「腎疾患対策検討会報
告書」が提示された。その中には
CKD重症化予防の徹底とCKD患者の
QOLの維持向上という全体目標とと
もに、「2028年までに、年間新規透
析患者数を35,000人以下に減少させ
る」という具体的な達成すべき成果
目標が示された。
　2018年の新規透析患者数はおよそ
40,000人であり、目標達成には今後
10年間で新規透析患者数を１割以上
減少させる必要がある。このために
は、進行したCKDを腎臓専門医が適
切に管理するとともに、CKDの発症
を予防し、治療効果の高いCKD早期
から適切な管理を行うことが重要で
ある。したがって、一般の診療医が
CKDの発症および進行促進因子を理
解し、適切に対応していくことが大
切となる。

患者の行動変容への支援を
　CKDの発症、そして早期CKDの進
行を抑制するために管理すべき事項
には、血圧、血糖、脂質、尿酸値の
管理に加え、適切な食事療法、適切
な体重の維持、運動の励行、禁煙、
飲酒量の適正化など多数ある。でき
るだけ多くの項目を管理すること
が、予後の改善につながることが示
されているため、可能な限り多くの
事項への介入が必要となる。
　一方、これらの事項の多くは患者
自身によるセルフケア、すなわち行
動変容を要するものである。忙しい

　血圧はより低い値を目標とする
が、過度の降圧は急性腎障害（acute 
kidney injury; AKI）やめまいやふ
らつき、さらに転倒、骨折の危険が
あるため、目標血圧は個々の症例の
状態にあわせて決定すべきである。
高齢などで動脈硬化の進行した症例
では下げすぎに注意が必要である。
血圧の自己管理を強化するには家庭
血圧の測定と記録が重要で、これに
より過剰な降圧を予防することもで
きる。

血糖管理と食事療法
　糖尿病を伴うCKDでは、血糖の管
理も重要である。一方、CKDでは、
腎機能障害の進行とともに低血糖を
生じやすくなる点には注意が必要で
ある。血糖管理には、メトフォルミ
ンに加えて、DPP４阻害薬、SGLT-2
阻害薬、GLP１受容体作動薬などの
低血糖を生じにくい薬剤が使用可能
となってきている。これらの薬剤
は、その有用性と副作用を考慮し
て、使い分けていくことが勧められ
る。
　食事療法では食塩制限、そして進
行したCKDではサルコペニアや栄養
障害を生じない工夫のもとでの蛋白
制限が行われる。また、CKDという
とカリウム（Ｋ）摂取制限が強調さ
れてきたが、むしろ果物や野菜など
からＫや植物繊維成分を多く摂取す
ることによる血圧低下や腎機能障害
進行抑制効果が明らかとなってき
た。
　このため、CKDの初期ではＫの制
限は必要なく、むしろＫの積極的な
摂取が勧められる。もちろん高Ｋ血
症の発症には常に注意が必要で、
CKDの管理には腎機能とともに定期
的な血清Ｋ濃度のチェックを欠かす
ことはできない。
　知っておくべき食事療法の追加す
べき点はリン（Ｐ）の摂取制限であ
る。CKDでは血管石灰化の進行が予
後と深い関連を有している。そし
て、CKDでは早期から体内でのＰの
過剰貯留が示されている。過剰なＰ
は血管石灰化を引き起こし、心血管

外来診療において、医師のみで行動
変容を促進していくのは至難の業で
ある。行動変容を促すには、多職種
の医療者が患者に関わり、それぞれ
の立場から適切な支援を行う必要が
ある。

腎臓病療養指導士
　日本腎臓学会では、腎臓病の克服
へ向けて日本腎臓病協会を立ち上
げ、協会が取り組む四つの事業の一
つとして腎臓病療養指導士の育成と
その普及が掲げられた。腎臓病療養
指導士は、チーム医療に際して、そ
れぞれの職種の専門的な知識のみな
らず、他職種の分野においてもCKD
管理についての基本的な共通知識を
持ち、適切な指導を行うことのでき
る医療スタッフの資格である。すな
わち、チーム医療の一員として正し
い知識のもとで、適切な指導を広く
普及させるための制度である。
　現在、看護師、薬剤師、管理栄養
士の資格を有する方々が腎臓病療養
指導士の資格を得ることができる
が、資格は容易に取得できる制度と
なっている。診療所や薬局において
も医療スタッフがこの資格を取得
し、CKDの予防と進行抑制のために
多職種で患者に関わっていただける
ことを切に願っている。

目標血圧を設定する
　血圧の管理はCKDの発症予防、そ
してCKDの進行抑制のためにも重要
である。食塩制限をはじめとする生
活習慣の是正とともに、個々の患者
にふさわしい血圧とするには降圧薬
を使用しなければならない。蛋白尿
を伴う症例では、血圧管理ととも
に、蛋白尿の可能な限りの減少も目
標とするため、RAS阻害薬の使用が
勧められている。

系疾患発症と関連する。摂取したＰ
の吸収は、肉や野菜に含まれるＰで
は比較的少なく、無機Ｐは90％以上
が吸収される。このため、食品の安
定化剤などとして用いられる無機Ｐ
を多く含む食品、すなわち、加工食
品や清涼飲料などをできるだけ避け
ることが大切である。

AKIの予防を念頭に
　CKD管理において注意すべき点の
第一は、AKIを予防するという点で
ある。CKDはAKIの最大の感受性増
大因子で、CKDでは腎毒性の薬剤の
使用や軽度の脱水などの些細な要因
でAKIを起こしやすくなる。そし
て、AKIの反復はCKDの進行を促進
させる。このため、腎毒性の薬剤の
回避や予防接種などによるAKIの予
防を念頭に置いた診療が必要とな
る。CKDではその他にも、骨粗鬆症
や骨折リスク、そして歯周病の増
加、さらに低栄養やフレイルなどの
リスクが高いことが知られている。
このため、長期にわたる診療継続の
中でこれらを予防していくことが大
切である。
　また、CKDでは腎機能障害の進行
とともに腎性貧血、治療抵抗性の高
血圧、高Ｋ血症、酸血症などさまざ
まな併発症が出現する。これらは腎
臓専門医の管理を要することが多
く、必要と考えられる症例では腎臓
専門医に紹介の上、二人主治医とな
って、腎臓専門医のアドバイスの元
での管理が勧められる。

患者ごとに柔軟な対応を
　CKDの発症そして進展防止には、
CKDのリスクの段階および早期CKD
からの多方面にわたる長期的な管理
が必要である。継続には患者の生き
方に配慮した方法が必須となる。腎
臓病療養指導士の活用を含め、多職
種で患者の気持ちをくみ取り、患者
にふさわしい対応が行われていくこ
とが望まれる。
（2020年12月12日、診療内容向上研
究会より、小見出しは編集部）協会の共済はご加入

内容をまとめて管理。
ワンストップサービス
を提供します。

休業保障制度と所得補償保険
新型コロナウイルス感染症に備えて

グループ保険と新グループ保険
死亡・高度障害に

自動車保険と火災保険
団体割引きの

医師賠償責任保険
医事紛争に備えて

ビジネスキーパーの休業損害補償
天災や火災、新型コロナウイルス感染症による休業損害に

医療保険とガン保険
三井住友海上あいおい生命の

中長期の資産形成に

保険医年金と積立年金DefLデフエル

春の共済募集　　　　
　　　　好評受付中！

　 支 部 の 催 物 案 内 　　 支 部 の 催 物 案 内 　

「COVID-19院内クラスター発生から終息までの経過と現在の診療の実際」
日　時　４月17日（土）15時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　尼崎医療生協病院　内科　井上純一先生　　会場定員　40人
Zoom視聴のお申し込みは、idichi@doc-net.or.jpまで、メールの件名を
「4／17新型コロナ研究会Zoom視聴」とし、本文に①医療機関名、②お
名前、③電話番号を記載の上、4／16正午までに送信してください。

■西宮・芦屋支部■第５回新型コロナウイルス感染症研究会

「新型コロナウイルス感染症COVID-19
感染拡大防止のための最新エビデンスから知っておきたいこと」
日　時　４月17日（土）18時30分～20時
会　場　アスピア明石北館８階学習室803 会場定員　35人
講　師　口分田玄瑞診療所院長・協会副理事長　口分田真先生

■明石支部■研究会

来場参加をご希望の方は、☎078－393－1817まで

Zoom参加希望者は、右のQRコードより登録。
 来場参加をご希望の方は、☎078－393－1809まで

https://bit.
ly/3rnY2tU


